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鹿沼警察署板荷駐在所 

電話（６４）８５３５ 

・関係連絡先 

鹿沼警察署　本署 

電話（６２）０１１０ 

 

 「薄暮が危い」 

秋から年末にかけては日没が早くなり帰宅時間と暗闇が重なります。 

薄暮時間（日没前後１時間）の運転や歩行の危険性を十分に認識していただくようお 願いします。 

「魔の17時」 

17時台は交通事故の発生が多い、魔の時間です。この時間帯は、帰宅時間による交通量増大　と

日没が重なることで、死亡・重傷の交通事故が多く発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運転者が実践すること】 

１　前照灯の早め点灯 

　前照灯は、早めに点灯しましょう。 

　午後４時になったら前照灯を点灯する取組を 

　展開中です 

２　夜間走行時の原則ハイビーム 

  夜間は「原則ハイビーム」で走行しましょう

  〇　照射距離 ・ロービーム　約 ４ ０ ｍ 

　             ・ハイビーム  約１００ｍ 

　ハイビーム走行は、遠くから歩行者や自転車

を発見できるとともに自分の存在を知らせる

こともできます。  

 ただし、前の車に続いて走っているとき

や対向車とすれ違うときは、ロービーム

に切り替えてください。　　  

 【歩行者が実践すること】  

１　明るい色の服装  

　　黄色やオレンジ色といった明るい色の服装

　で、周囲に自分の存在を知らせましょう。  

２　反射材用品の利用  

   「反射タスキを着用する」  

　 「バッグ等に反射ストラップを付ける」  

　等で、周囲に自分の存在を知らせましょう。  

　　ＬＥＤライトなどの照明具を持ち歩けば、

　効果的です。  

３　道路の横断について  

　　横断歩道のない場所での横断や斜め横断は

　危険です。      

　　横断歩道を渡りましょう。  
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10月～12月の発生時間帯別死亡・重傷事故発生件数


